
３.様々な環境配慮技術の仕掛け

教員室と廊下の中間領域に位置する
ティーチングコモンズ

立命館大学 びわこくさつキャンパス 環境教育実験棟ＴＲＩＣＥＡ
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敷地所在地 滋賀県草津市野路東1丁⽬1－1
主要⽤途 学校（⼤学）
敷地⾯積 590,050.78㎡
構造・規模 鉄筋コンクリート造 地上６階
建築⾯積 2,714.77㎡
延床⾯積 7,758.66㎡
開設時期 2014年3⽉

TRICEA(トリシア)は、⽴命館⼤学理⼯学部の先端を⽀える教育・研究の拠点として、建築・⼟⽊系の三学科が⼊居する施設であ
る。回遊性のある学⽣たちの居場所確保、⽔や緑の⾃然との循環性を⾼める役割を担うことを⽬指すと共に、CASBEE（建築環境
総合性能評価システム）で最上位のSクラスを取得するだけでなく、「環境教育実験棟」として建物を教材として活⽤し、環境技
術の実験・実証と⽣きた環境教育につなげる。

指向性・拡散性切替パーソナル空調システム 熱源水を選択可能な天井放射冷暖房システム

地中熱・太陽熱を利用した躯体スラブ蓄熱放射冷暖房システム

計画⽴案から、キャンパス計画室や建築系の研究室の教員や学
⽣が参加し、協働して設計を進めた。実践的な教育の実現のた
めに、建築⾃体が上質な教材となる環境教育実験棟を⽬指し、
コストや⼯期といった現実と理想のギャップを少しずつ埋めつ
つ、多くの議論や検討を積み重ねた。完成後も設計者だけでな
く、エンドユーザーとして教員や学⽣が関わっていく「参加す
るデザイン」がトリシアの特⾊である。
新たなキャンパス軸の始点となる「広場」と「周縁」をつくる
建物と建物に囲まれた広場（クオードラングル）を創り、広場
と建物（中⼼と周縁）の関係を保つコンセプトを継承。
真の居場所をつくる
学⽣、教員の交流を⽣み出す居場所として、低層棟と⾼層棟、
2階と３階を上下に繋ぐ⼤階段（イバショテラス）を設置。
「構造」や「設備」を見せる

天井を設けず、設備配管や柱や梁をあらわしとし設備や構造の
基本を間近で学ぶことができる教材としての建築とした。

⽴命館サステイナビリティ学研究センター（RCS）に、「グ
リーンビルディング・コンソーシアム」を新たに⽴ち上げ、
20社の参加企業の最先端かつ開発途上の環境技術を導⼊した。
建物に導⼊した技術の開発・実証と共に、学内の研究拠点化
につなげている。また学⽣が利⽤しながら評価を⾏うことで
環境教育につなげている。コンソーシアムを形成することに
より研究成果の公表や社会への還元にもつなげている。

同じ⼤きさの研究室2室で、1室にはパーソナル空調システム、
もう1室には⽐較対象として従来⽅式のファンコイルユニット
空調を設置した。パーソナル空調システムは個⼈の好み

同じ⼤きさの会議室2室で、1室
には天井放射冷暖房システム、
もう1室には⽐較対象として従
来⽅式のGHPパッケージ空調を
設置した。天井放射冷暖房シス
テムは⽔熱源式でアルミパンチ
ング板に⾦属強化ポリエチレン
配管を設置したものである。

地中熱、太陽熱を直接利⽤する躯体スラブ蓄熱放射冷暖房システムは、ヒー
トポンプなどの熱源を⽤いずに、配管とポンプだけを⽤いて、地中熱、太陽
熱を採熱し、躯体スラブを利⽤して直接室内に放熱するものであり、システ
ムがシンプル、イニシャルコストが安価で、耐⽤年数も⻑いことから、地球
環境にやさしい技術である。2015年7⽉~9⽉実績では、設置⾯積あたりの
CO2排出削減量12.44 kg-CO2/㎡年、1次エネルギー換算のシステムCOPは
9.19、従来空調と⽐べての省エネ率30.9%を達成した。

雨水利用システム

敷地内の池から水路を通じて水が流れる。池の水は底部に
敷かれたろ過材で浄化され、雨水利用槽に流れる。植栽散
水や壁面緑化散水に利用

コンセプト・研究体制
・学校施設を環境教育の教材に。

・学校施設を環境配慮技術開発の研究素材に。
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によりパソコ
ンから気流を
直接感じる指
向性吹出⼝と
拡散性吹出⼝
を切り替える
ことができる。
室内設定温度
を緩和できる
省エネとアン
ケートで不快
申告の減少が
確認できた。

コンセプト

・学校施設を環境教育の教材に
・学校施設を環境配慮技術開発の研究素材に

共同溝を利用した外気の予冷予熱

地中の共同溝を利用して外気取入を行うことにより
地中熱で夏季は予冷、冬季は予熱を行う。

雑排水利用の研究

建物雑排水を中継槽から実験ヤードに送水し、
雑用水浄化システムの研究実験を行う。

空気循環による太陽熱利用システム

屋上のポリカーネイト太陽熱集熱チャンバーの
暖められた空気を室内に送風

雨水・雑用水を利用した小水力発電研究(GC)

屋上の雨水、上階の雑用水をタンクに貯め、
落水時の小水力発電研究に対応

地中熱利用ボアホール
水平埋設配管
地中熱を採熱するボアホール、水平埋
設配管の施工技術を開発

停電時に自立発電できるGHP(GC)

停電時に自立発電可能な空調設備（GHP）を設置

土壌改良剤の活用(GC)

新開発の土壌改良剤で
樹木の成長を補助

既存建物対応放射冷暖房ユニット

既存建物に設置できる安価な放射冷暖房
ユニット

風力発電研究用基礎

風力発電研究用のコンクリート基礎設置

インターネット回線利用
データ収集システム
学生、教員が建物中央
監視データを収集可能

次世代断熱材研究
(GC)
高性能次世代断熱材を

設置して実証

指向性・拡散性切替パーソナル空調(GC)

研究室に指向性・拡散性切替パーソナル空調
を設置。比較実験を行う。

内装用光触媒塗料の研究(GC)

消臭効果の比較検証を行う。

画像センサーによる人検知システム(GC)

画像センサーで人検知を行い照明制御

地中熱太陽熱利用躯体スラブ
蓄熱放射冷暖房
地中熱・太陽熱の自然エネルギーを利用して
床放射冷暖房を行う。

ハイドロテクト技術

ハイドロテクト技術で壁面汚れを防止。

シーリングファン

シーリングファンの気流感を
利用し冷房設定温度緩和
暖房時の上下温度差解消

においセンサー
外気取入VAV制御
安価なにおいセンサーを導入
外気取入量を制御して外気
負荷軽減

既存建物用太陽熱集熱ユニット

既存建物に設置できる安価な太陽
熱集熱ユニット開発。

吸水性タイルを利用した

壁面緑化

壁面の吸水性タイル
に散水して壁面緑化
を行う。

冷温水大温度差変流量制御

空調搬送動力を低減

GHP高効率制御システム(GC)

GHPの高効率制御システム開発

超節水
コンパクト便器(GC)
超節水でコンパクトな
便器

熱源水選択可能
天井放射冷暖房システム(GC)
地中熱・太陽熱、冷温水、冷温水（還り）
を選択できる天井放射冷暖房システム

高気密高断熱
木製サッシ(GC)

西日遮蔽庇

西からの日射負荷を
軽減

既存建物用太陽熱集熱ユニットで安

価で改修時にも太陽熱を利用

負荷処理状況比較

びわこくさつキャンバス既存建物より1次エネルギー消費量を30%削減

天井をあらわとした
研究室

教員研究室

施設の中心となる

イバショテラスと

見せる構造

研究の合間の憩いのスペースとなる

ラボカフェ

１. 「参加するデザイン」による環境教育実験棟の創造 ２. グリーンビルディング・コンソーシアムによる実証

立命館大学、安井建築設計事務所

教員研究室

研究室
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研究室

在来空調室 パーソナル空調室
不快申告が減少

拡散性吹出口
（20mm×15mm×

38ヶ所）

指向性吹出口
（パンカールーバー

φ100）

天井放射空調システム 在来空調システム（ＧＨＰ）

熱源として地中熱・太陽熱、冷温⽔、冷温⽔（還り）を選択できる。
従来のGHPが発
停を繰り返すの
に対し、天井放
射冷暖房は気流
を感じず、安定
した温熱環境を
実現している。

ボアホールによる地中熱

利用

翼付鋼管杭を繰り返し利

用する新工法により、機

械の小型化、掘削発生土

の大幅な低減を図ること

で施工費の70%低減

検討体制
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